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Abstract 
アミノ基は塩基性や配位性といった炭素原子とは異なる多様な機能を有する。生体分子と相互作用

する上で重要な官能基であり、医農薬分子に数多く含まれる。名古屋大学では芳香族アミン分子に注

目し、合成法開発と生物活性分子の研究を行なった 1)。具体的には下図に示すように、我々が開発した

芳香族アミン合成法を用い、分子ライブラリーを構築した。このライブラリーを用いて、生物活性評

価を行ったところ、植物気孔の開口を阻害する分子 SIM1 が得られた。SIM1 は我々の反応から得られ

た分子であり、誘導体の合成を自在に行える。速やかに SIM1 の誘導体分子ライブラリーを構築し、よ

り高い活性を示す SIM3*を得ることができた。 

2020 年 9 月より、関西学院大学にて独立し、新しく研究室を立ち上げることになった。これまで行

なった研究を発展させる形で、含窒素分子の新しい合成法の開発を行なっている。特に複数の窒素部

位を有するポリアミン 2),3)や第四級アンモニウム塩 4)の合成反応を開発し、少しずつ形になってきたと

ころである。詳細はお伝えできないが、我々のグループで合成した分子の中から、興味深い生物活性

を有するものが見つかっている。まだ論文未発表の反応についても、当日ご紹介しながら、反応開発

と分子ライブラリー構築の今後についてお話しさせていただく。 
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